
㌔㌔㈱甜㈱  榔  

暮女性 口男性  

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査   （出典）文部科学省「学校基本調査」  
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（出典）平成18年 医師・歯科医師・薬剤師調査  

平成9年10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年  

日医療事故届出等の年別立件送致・送付数  

警察庁刑事局捜査第一課資料  

（平成20年3月10日現在）より   

※1「医療事故関係届出等」とは、警察において捜査を開始した件数を指す。  
※2 「年別立件送致・送付致」とは、平成9年以降、届出等の年にかかわらす、その年に  

立件送致・送付した件数を示す。   
なお、この件数は、平成9年以降に把握したものに対する数を示しており、平成8年以  
前に把握したものに対する数は計上されていない。  
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平成9年10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年  
田医事関係訴訟事件新受件数一策1審）  

〔。平成1締までの数値は、各裁判所からの報告に基づくものであり、概数である〕  
（注 数値は最高裁判所ウェブサイトより）  

診療科日  

注）1既済件数については、最高裁判所ウェブサイトによる（概数）。複数科目に該当する場合は、そのうちの主要な一科目に計上している。  
2 各科の医師数については、平成20年医師・歯科医師・薬剤師調査における医療施設に従事する医師の主たる診療科に基づさ、以下のように貸出している。  

・内科については、内科、呼吸器内科、消化器内科（胃腸内科）、循環器内科∴腎臓内科、糖尿病内科（代謝内科）、血液内科、感染症内科の医師数を合計  
・精神科（神経科）については、精神科、神経科の医師数を合計  
・外科については、外科、脳神経外科、呼畷器外科、心臓血管外科（循環器外科含む）、小児外科、月工門外科、気管食道外科、リハビリテーション科、乳腺外科、消化器外科  

（胃腸外科）の医師数を合計  
・整形・形成外科については、整形外科、形成外科、美容外科の医師数を合計  
・歯科については、歯科、口腔外科の歯科医師致を合計  

3 医師1．000人当たりの既済件数は、医師数に基づいて、厚生男働省において算出したものである。  

－122－  

ー
ー
ー
ト
㌔
 
 
 



8′8童6人  

【350人i喜ヨ  

（コr〕H）宣捜予定’†  

8，280人  

（1981～1984年）  8′486人  

【693人増】  

（2009年）  

●＿．＿＿●＿●叫＿●＿●ノ  

7′625人（之003′、一之OO7年）  1982年  
閣議決定   

「医師については  
全体として過剰を  

7．000 i  

2008年  
閣議決定  

「早急に過去最大  
量度まで増員する」  

〔
V
 
 

O
 
 

O
 
 

＆
 
 詔かないように配慮」  
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無医大県解消構想  

2，000十「－〉T一丁7冊－「【  

♂♂♂♂♂㌔㌔〆㌔㌔㌔♂♂♂♂♂♂♂♂♂ダ♂♂♂♂㌔  

¢公的な仕組みによる医師派遣の推進  

－123－   



．
、
．
m
 
 

★  山
r
 
 
 



塾呈  

チーム医療を推進するため、厚生労働大臣の下に有識者で構成される検討会   
を開催し、日本の実情に即した医師と看護師等との協働・連携のあり方等につ   
いて検討を行う。（平成21年度末までに具体策を取りまとめる予定）  

○座長   

政策研究大学院教授  

自治医大麻酔科宇・集中治療医学講座  

教授  

亀田総合病院看護部長  

東京大学大学院医学研究科教授  

全巳本病院協会会長  

日本医師会常任理事  

日本歯科医師会副会長  

日本薬剤師会副会長  

東京大学大学院法学政治学研究科教授  

ケアーズ自十字訪問着護ステーション所長   

昭和大学医学部救急医宇講座教撰  

集京医科歯科大学大学院教授   

NPO法人がんと共に生きる会副理事長  

国際医療福祉大学大学院教授  

医療法人アスムス理事長   

日本助産師会会長   

日本赤十字看護大字教授   

日本看護協会副会長   

国立病院機欄九州医療センター名蕾院長  元
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く〉地域でお産を支えている産科医の手当等への財政支援  

ぢ〉院内保育や子育て相談を充実  
（参考）院内保育を実施している病院数：約2．800か所  

¢助産師が地域で「院内肋産所」や「助産師外来」を開設することを支援  

¢甲産二軍写竺≦吏2撃聾している女性医師の復職支援のための都道府県の受  

付・窓口の設置等を支援  
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通常の妊女辰・分娩   

脳性麻痺となった場合  
制度の目的   

分娩に係る医療事故により脳性麻痔となった子及び  

その家族の経済的負担を速やかに補償するとともに、  

事故原因の分析を行い、将来の同種事故の防止に資する情報  

を提供することなどにより、紛争の防止・早期角牢決及び産科  

医療の質の向上を図る。  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

l  

：医療機関に  

；過失あり  

医療機関に  
過失なし  

補償対象  （※ 対象者推計数：年間概ね500～800人）  

通常の妊娠分娩にもかかわらず脳性麻痔となった場合  

・補償金韻  3′000万円  
一分娩当たり 30′000円  

医師賠償責任保険等  
による補償  

原因分析  
無過失補償制度  
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原因分析委員会において、事故原因を医学的に分析  
し、その結果を当事者にフィードバックする。  
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